




Included parts

















9

Draining the veinsAfter use

1) Close the clamp on the 
tube.

2)  D isconnect  the  tubes  
between the liquid container 
and body.

3) Open the clamp. Hold the 
b o d y  e n d  o f  t h e  t u b e  
upwards to prevent water 
from spilling.

4) Slowly push air through the 
syringe and drain the water 
from the tubes.



10



日本語
取扱説明書

もくじ

はじめに P.12
P.13
P.14

安全上のご注意
ご使用前の確認

各部の名称と役割
セット内容

● はじめに

実習時のご注意

パッドの開封
● 準備

● 実習

P.15
パッドご使用上の注意 P.15
パッドのセッティング P.16
ボトルの接続 / 水の準備 P.17

P.15-17

P.18

水の排出
● 後片付け

P.19

骨の着脱 P.18

11



12

● 特 長

● はじめに

● 必ずお読みください

・可動式の腕が手技時のポジショニングの学習に役立ちます。
・血管の分岐も正確に再現し、カテーテルの迷入や合併症の理解を助けます。
・穿刺部位選定からカテーテル挿入まで、PICCに係る一連の手技を学ぶことができます。
・穿刺部位は超音波ガイド下でのカテーテル挿入に開発した専用パッドです。

本来の仕様目的以外にはご使用にならないでください。また、取扱説明書に記載された方法以外での
ご使用による万一の破損や事故に関して、当社では責任を負いかねますのでご了承ください。

はじめにはじめに

このたびは、当社の「末梢挿入中心静脈カテーテル PICCシミュレータ」をご購入いただきまし
て、誠にありがとうございます。本製品は、末梢挿入中心静脈カテーテル の実践に向けたトレ
ーニングモデルで、実際の患者さんへ行う手技が総合的に学習できるモデルです。
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ご使用前に、「安全上のご注意」を必ずお読みの上で正しくご使用ください。
ここに示した注意事項は、安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りください。

安全上のご注意はじめに

● 腕を可動域以上に動かさないでください ● モデルの移動の際はご注意ください

● 表面が変色する場合があります

● チューブの折れやつぶれにご注意ください

●  パッド以外の部位を穿刺しないでください

● インク・印刷物の接触を避けてください

● 汚れは乾いた布でふき取ってください

● 高温多湿を避けて保管してください

長期間使用されない場合や経年変化でモデル本体が
変色することがありますが、ご使用には差し支えは
ありません。

サインペン、ボールペン等でモデル本体に書き込む
と、インクが吸収されて消えなくなります。また、
印刷物が触れるとインクが吸収される恐れがありま
す。

長くお使いいただくために、モデル本体に水や洗剤
を使用しないでください。変形や変色、カビ、故障
の原因になります。また、シンナーなどの有機溶剤
は、絶対に使用しないでください。

使用後は、高温多湿の場所や直射日光のあたる場所
での保管は避けてください。
変形や変色、故障の原因になります。

本製品を移動される際は、梱包に入れて運んでく
ださい。モデル本体を持って移動される際にはボ
ディと腕をしっかりと持ち、腕が可動域以上に動
いたり、脈チューブに負荷がかからないように気
をつけて移動を行ってください。

本製品はパッドのみが消耗品となっております。
パッド以外の部分を穿刺されますと、破損・故障
の原因となります。

保管時は、チューブが折れたりつぶれないようご
注意ください。正常に水が充填・排出ができなく
なったり、カテーテルが通らなくなる恐れがあり
ます。

● ご使用後は水(模擬血)を抜いてください
ご使用後は、チューブ内の水(模擬血)を抜いてくだ
さい。水を入れたままにしておくと、カビやチュ
ーブの変色、故障の原因になります。

本製品の腕は、手技時の適切なポジショニングを
学習するために可動する構造となっております。
患者様同様、可動域以上に腕を動かしたり、強い
衝撃を加えないでください。破損やケガの原因と
なります。
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ご使用前に、構成品がすべて揃っていることをご確認ください。

4 Fr.  50 ～ 60cm

PICC 穿刺パッド
11398-010　(2 個組 )

セット内容

成人男性モデル本体
PICC 穿刺パッド
シリンジ 50ml
模擬血液 ( 綿棒タイプ )
模擬血液用ボトル
模擬血液用ボトル設置台
ディスポカップ
保管用ケース
取扱説明書

1体
2個組
1点
10 本
1点
1点
1点
1点

ご使用前の確認はじめに

カテーテル推奨サイズ

交換部品

A.
B.
C.
D.
E.
F.
G.

A

B

DE
F G

C

超音波下穿刺トレーニングパッド
11347-210　(2 個組 )

別売部品



15

パッドの開封

パッドの開封とご注意準備

1) パッド裏側のフィルムをは
がします

2） 容器のサイドを軽く押し
て、容器内に空気を入れて
パッドを取り出します

 ※一時的な保管方法
原則１セッション(一回の実習)での使い切りをおすすめしますが、誤って内部

の透明フィルムをはがしてしまった場合は、パッドを本体容器に入れ、フィ
ルムを当てた上で、密閉容器や袋などに保管してください。（但し一時的な
保管となります）

■ご注意■
パッドのゲル部分を持って
取り出さないでください

●高温多湿や直射日光を避けて保管してください。

●穿刺部位を指で広げたり、強く押さないでください。

●使用後は一般ごみとして廃棄してください。

●誤って開封した場合は、一時的な保管として密閉できる袋などに入れてください。
　（保管状態によっては、変形して使用できなくなる場合があります）

注意

● パッドは、水溶性の材料を使用しており時間の経過とともに変形する場合がありますが、
実習には差し支えありません。
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パッドのセッティング準備

2） 赤の点線で留まるまでしっかり挿し込んでください

※ パッドのゲル部分を押さないでください

脈チューブコネクターパッド

1)パッドの穴 4か所に
脈チューブをつなぎます

3) パッドの枠を押さえてはめ
込みます
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ボトルの接続
水(模擬血)の準備準備

1) ボトルから出ているチュー
ブとボディのチューブをつな
ぎます

2) 600ml の水 ( 模擬血 ) を注
ぎます

3) 蓋を閉めます

背側より
胸肺静脈へ三方活栓

クレンメ

コネクター

シリンジより水を注入・排出

※水の量が少なかったり脈チューブ内に気泡があると逆血が確認できない場
合があります

4) 三方活栓 /クレンメが開い
ていることを確認します

5) 水を入れたシリンジ (50ml)
をつなぎます

6) ボディを持ち上げ水がいき
わたるようにしながらゆっく
りと 100ml 注入します
(50ml×2 回 )
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実習時のご注意
骨の着脱実習

実習時は逆血を確認出来るように
クレンメを開けた状態にします

※取り外しは逆の手順で行ってください

骨を取り外して、血管やカテーテルを確認することができます

1) 第一肋骨を鎖骨下静脈の下
に通します

2) 骨を溝に合うように設置し
ます

骨の着脱

実習時のご注意
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水の排出後片付け

1) クレンメを閉じます 2) ボトルとボディの間の接続
をはずします

3) 再度クレンメを開きます

4) 水が出ないようにチューブを
持ち上げながらシリンジをゆっ
くり押して排水を行います。
※水が出にくい場合はモデルを
傾けて排水を行ってください
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